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1-4 各部の名称
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1-8 機器の接続のしかた

電源コ【
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1-11機器の接続のしかた

ご
使
用
に
な
る
前
に

4	 記録紙ホルダーを溝に差し込み、記録紙を本体にセットします。



1-12 電源について

電源について
電源スイッチ

電源をONにするには、電源プラグが確実にコンセントに差し込まれていることを確認して
から、本商品の左側にある電源スイッチの「Ｉ」（ON）側を押します。電源をOFF にする場
合は、電源スイッチの「○」（OFF）側を押します。
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1-15初期設定をする（設置モード）

ご
使
用
に
な
る
前
に

設置モードを表示する
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1-17初期設定をする（設置モード）

ご
使
用
に
な
る
前
に

ファクス受信モードを設定する
自動受信するときのファクス受信モードを選択します。自動受信については、「自動で受信す
る」（2-26 ページ）を参照してください。



1-18 初期設定をする（設置モード）
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1-23ファクス応用機能画面について

ご
使
用
に
な
る
前
に

ファクス応用機能画面について
ファクス待機画面で〈応用機能〉を押すと、使用できる機能の一覧が表示されます。
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1-28 原稿をセットする





1-30 原稿をセットする

（空白ページ）
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1回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）.........................................................2-31
ダイヤルインについて................................................................
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2-7
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2-15送信に関する設定

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

ダイヤル記号について



2-16
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2-23ファクスを中止・確認する

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

蓄積原稿リストをプリントする
本商品に蓄積されている原稿（送信予約原稿、受信原稿、ポーリング原稿、Fコードボック
ス原稿）のメモリー使用量や蓄積枚数などをプリントします。

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「リスト」を選択し、［確定］を押します。

4	「蓄積原稿リスト」を選択し、［確定］を押します。
5	 確認画面が表示されたら、［はい］を押します。











2-28 受信のしかた

増設電話でファクスを受ける（リモート受信）
増設電話を離れた場所で使用される場合、増設電話からの操作でファクスを受信状態にする
ことができます。

1	 増設電話で電話を受けます。
相手がファクスの場合は「ポーポー」などの音が聞こえるか、または無音です。





2-30 受信中の動作について

受信中の動作について
受信した原稿からプリントされます。
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2-311 回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

1回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）
ダイヤルインについて

本商品はダイヤルインを利用し、1本の回線でファクスと電話を自動的に切り替えて使用することができます。あらかじめファクス用、電話用の内線電話番号を設定し、ダイヤルイン待機モードに設定してください。（→ 1-17 ページ）ファクス用電話番号にかかってきたときは、呼び出しベルを鳴らさずにファクス受信し、電



2-32 1 回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）

ダイヤルインサービスのときの動き
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2-33受信文書を配信∵
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2-34 受信文書を配信する（自動配信）

配信条件 受信文書を配信する条件を設定します。
受信文書を無条件で配信するときは設定不要です。

ファクス番号 特定のファクス番号からの文書だけを配信したい場合に設定しま
す。相手機に登録されているファクス番号か、ナンバー・ディスプ
レイで通知される番号のどちらかが一致すれば配信します。
ファクス番号は、数字、＃、＊を含めて 24桁まで入力できます。

照合方法 「ファクス番号」で設定した番号との照合方法を設定します。
「と一致する」	：�入力したファクス番号と、相手のファクス番号が完

全に一致する場合に配信します。
「から始まる」	：�相手のファクス番号が、入力したファクス番号で始

まる場合に配信します。
たとえば、1234 と登録した場合、相手先ファク
ス番号が 1234567890 や 123498765 のように
1234 から始まっていれば、受信文書を配信します。

「で終わる」	 ：�相手のファクス番号が、入力したファクス番号で終
わる場合に配信します。
たとえば、7890 と登録した場合、相手先ファク
ス番号が 1234567890 や 654327890 のように
7890 で終わっていれば、受信文書を配信します。

「を含む」	 ：�相手先ファクス番号が、入力したファクス番号を含
む場合に配信します。
たとえば、1234 と登録した場合、相手のファクス
番号が 00012340000 や 9912349999 のように
1234 が含まれていれば、受信文書を配信します。

サブアドレス 配信条件に Fコードサブアドレスを含める場合に設定します。
Fコードサブアドレスは、数字、＃、＊を含めて 20桁まで登録で
きます。設定しないときは、何も入力しないでください。

相手が指定した Fコードのサブアドレスやパスワードが、ここで設
定したサブアドレスやパスワードと一致した場合に受信文書を配信
します。ただし、相手が指定したサブアドレスやパスワードが自機
の Fコードボックスで使われている場合は、転送せずにその Fコー
ドボックスに受信します。

パスワード 配信条件に Fコードパスワードを含める場合に設定します。
Fコードパスワードは、数字、＃、＊を含めて20桁まで入力できます。
設定しないときは、何も入力しないでください。

配信期間 自動配信する曜日や時間帯の設定ができます。
「曜日指定」	 ：自動配信する曜日を設定します。
「配信開始時刻」	：自動配信開始する時刻を設定します。
「配信終了時刻」	：自動配信終了する時刻を設定します。
時刻は 24時間制で入力してください。

受信文書プリント ONに設定すると、配信した文書を本商品でもプリントします。
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2-35受信文書を配信する（自動配信）

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

配信設定を登録／変更する
配信設定の登録方法を説明します。配信設定は 200件まで登録できます。

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「各種登録」を選択し、［確定］を押します。

4	「自動配信」を選択し、［確定］を押します。

5	「＜未登録＞」を選択し、［登録／変更］を押します。

・	



2-36 受信文書を配信する（自動配信）

9	「個別設定」を選択し、［確定］を押します。
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2-37受信文書を配信する（自動配信）

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

20	配信する文書を本商品でもプリントしたいときは「ON」、プリントしないとき
は「OFF」を選択し、［確定］を押します。

21	設定が終わったら、［閉じる］を押します。
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2-39ダイレクトメールを防止する

ファクス機能を使う



2-40 ダイレクトメールを防止する

ダイレクトメール防止を設定する

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	





2-42 セキュリティー通信機能

セキュリティー通信機能
本商品のセキュリティー機能には、通信する相手を限定したり、送信宛先を再確認してから
送信したりなど、ファクス誤送信を防止するためのさまざまな機能があります。

yy ファクス通信する相手を限定する（閉域通信）
yy
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2-47セキュリティー通信機能

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

相手機番号を確認してから送信する（



2-48 セキュリティー通信機能

宛先を確認してから送信する（宛先確認）
送信開始する前に宛先の確認画面を表示し、宛先に間違いがないか確認できます。

1	〈メニュー〉を押します。
2		
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2-53セキュリティー通信機能

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

8	 セキュリティー受信を開始する時刻を入力し、［確定］を押します。
設定後は、毎日開始時刻になると自動的にセキュリティー受信が有効になります。



2-54 F コード通信機能





2-56
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2-57F コ〆



2-58 F コード通信機能

11	テンキーで任意のパスワードを入力し、［確定］を押します。

・	 ・	
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2-59F コード通信機能

フ
ァ
ク
ス
機
能
を
使
う

18	「送信後原稿消去」を選択し、［確定］を押します。
「送信後原稿消去」の設定を変更しない場合は、手順 20へ進みます。

19	「ON」または「OFF」を選択し、［確定］を押します。

・	ON：掲示板ボックスの文書を送信した後、文書を削除します。
・	OFF：掲示板ボックスの文書を送信した後も、文書が残ります。

20	「暗証番号」を選択し、［確定］を押します。
暗証番号を設定すると、掲示板ボックスの設定を変更するときや、保存文書を印字するとき
に入力が必要になります。 「暗証番号」の設定をしない場合は、手順 22へ進みます。

21	テンキーで任意の4桁の暗証番号を入力し、［確定］を押します。

暗証番号はどこにも表示されません。忘れないように安全な場所に控えておいてください。

22	［閉じる］を押します。
・	続けて他の Fコードボックスを登録する場合は、手順 5から操作を繰り返します。
・	操作を終了する場合は、〈リセット〉を押します。

F コードボックスを変更する
F コードボックスの設定内容を変更する場合は、以下の手順で行います。

�� F コードボックスの設定を変更する
F コードボックスの設定の変更は、「Fコードボックスの登録」と同じ手順でできます。

�� F コードボックスの機能を変更する
F コードボックスを別の Fコードボックス機能に変更したいときは、先に Fコードボック
スを削除してから、新たに Fコードボックスの登録をします。
たとえば、、掲示板ボックスに変更したき 



2-60 F コード通信機能

F コードボックスを削除する
F コードボックスを削除する場合は、以下の手順で行います。
Fコードボックスに文書が残っている場合は、Fコードボックスを削除できません。先に文書
を削除するか印字するなどし、Fコードボックスに文書が残っていない状態にしてください。

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「各種登録」を選択し、［確定］を押します。
4	「Fコードボックス」を選択し、［確定］を押します。
5	 削除したい Fコードボックスを選択し、［削除］を押します。
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2-63F コード通信機能

Fコ
ー

通
ド

閼
禁
傅
𥙿
能









第3章
インターネットファクス機能を使う

事前に必要な設定........................................................................................................... 3-2
インターネットファクスの初期設定.............................................................................. 3-2

インターネットファクスのしかた.











養㎈
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3-8 インターネットファクスに関する設定





4-2 電話について





4-4 電話について

�� 回線種別を設定する
��





4-6
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コピーのしかた（空白ページ）



宛先を指照









5



5-6 宛先を指定する

�� グループ送信を使う
複数の宛先を指定するときに、宛先グループを選択して指定できます。

1	〈

	





5-8 宛先を指定する

履歴から指定する
�� ダイヤル履歴から選択する（リダイヤル）





5-10 宛先を指定する

（空白ページ）















6-7通信履歴を管理する

6
通
信
管
理

通信管理レポートを自動でプリントする
最新の通信履歴が 100通信になったときにプリントする方法と、指定した通信履歴を毎日設
定した時刻にプリントする方法（通信日報）があります。

1	〈メニュー〉を押します。  ㎈㎈㎈









6-11通信履歴を管理する





第7章
機器設定のしかた



7-2 宛先を登録する



7-3宛先を登録する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

�Ç 登録・変更する‌
宛先表に相手先番号や相手先名などを登録する手順を説明します。
登録内容を変更する場合は、それぞれの手順にて上書きまたは消去して入力し直します。

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「各種登録」を選択し、［確定］を押します。

4	「宛先表」を選択し、［確定］を押します。
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7-9宛先を登録する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

�Ç 宛先グループリストをプリントする‌

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「リスト」を選択し、［確定］を押します。

4	「宛先グループリスト」を選択し、［確定］を押します。





7-11初期値を設定する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

初期値を設定する
初期値とは、〈リセット〉を押したときに設定される値のことです。何も操作せずに一定時間
が経過したときも初期値に戻ります。よく使う設定を初期値にしておくと、操作のたびに設









7-15初期値を設定する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

メール機能の初期値を設定する
インターネットファクスとメール定型文の初期値を変更できます。

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「初期値設定」を選択し、［確定］を押します。
4	「メール機能」を選択し、［確定］を押します。

5	 設定したい機能を選択し、［確定］を押します。







7-18 初期値を設定する



7-19初期値を設定する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

節電モードを設定する
本商品には、一定時間以上使っていないと自動的に節電モードに入り、電力を節約できる節
電機能があります。設定できる項目は以下のとおりです。

項目 内容

節電モードへの
移行時間











7-24 ジョブメモリーを使用する

10	ジョブ名を登録する場合は、「ジョブ名」を選択し、［確定］を押します。

ジョブ名を登録しなかった場合は、ジョブの種別がジョブメモリーの一覧に表示されます。

11	ジョブ名を登録し、［確定］を押します。
・	全角で 20文字（半角で 40文字）まで入力できます。
・	文字入力のしかたは、「文字を入力する」（7-29 ページ）を参照してください。

12	「スタートキー」を選択し、［確定］を押します。
13	ジョブメモリーにスタートキーを含む場合は「含む」、含まない場合は 

「含まない」を選択し、［確定］を押します。
● 含まない： ジョブメモリーを実行するときに、設定を確認して手動でスタートさせたい場

合に選択します。
● 含む： ジョブメモリーを実行するときに、自動でジョブをスタートさせたい場合に選

択します。

14	



7-25ジョブメモリーを使用する

7
機
器
設
定
の
し
か
た





7-27リストをプリントする

7
機
器
設
定
の
し
か
た



7-28 機器情報を確認する

機器情報を確認する
メニュー画面にある機器情報で、機器の IP アドレスやネットワーク設定、印字枚数などが確
認できます。

「∵（→7-26 フ56跬26ゔ	〈メ™ュ廩〉をΞゾ	「機器情報」を選択しǎ【\	域認‰厩ɔ 翆 燓 書十九【㎈㎈㎈



7-29文字を入力する





7-31文字を入力する



7-32 文字を入力する

韮S







7-35



7-36 文字を入力する



7-37文字を入力する

7
機
器
設
定
の
し
か
た

文字を削除する・挿入する



7-38 文字を入力する





������ �;�+���g
ƒ���°�a�;�+���g
ƒ���°�a
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8-3機器管理設定一覧

8
管
理
設
定
を
す
る



8-4 セキュリティーコードを設定する

セキュリティーコードを設定する
本商品にはセキュリティーを設定する「鍵」として、管理者パスワードとプロテクトコード
の 2種類の鍵が設けられます。
管理者パスワードを設定すると、「機器管理」設定の操作に制限をかけることができます。
プロテクトコードは、機能プロテクト設定により操作制限をかけられた機能や、セキュリ
ティー受信機能を使用するときに必要な 4桁の数字です。

管理者パスワードを設定する
蛎柙檞奭亻8
T ▂ ご ㇻ 9 ヷ4 侘保

管梨∵パスワ稽ドを忘れた場2 、機器を初希肌して再設定ぞる必要があり ぞ。N T T 通 信 機 器 が ㇹ 相 談 セ ン タ ご 連 絡 く だ い 。  ̌ 管 梨 ∵ パ ス ワ 稽 ド を 設 定 ぞ る ゔ ㎈ 〈 メ ニ ュ 稽 〉 を 踊 し ま ぞ 。 ゾ ㎈ ［ 機 器 設 定 ］ を 踊 し ま ぞ 。 \ ㎈



8-5セキュリティーコードを設定する

8
管
理
設
定
を
す
る
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8-11ユーザーの使用状況を管理する
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ユーザーの使用状況を管理する
ユーザーごとにコピーまたはファクスの、それぞれの総ページ数を確認できます。ユーザー





8-13ネットワーク設定をする
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ネットワーク設定をする
ネットワークに関連するさまざまな機能を使用するための設定をします。







8-16 ネットワーク設定をする

�Ç TCP／ IP 設定画面を開く

1	〈メニュー〉を押します。
2	［機器設定］を押します。
3	「機器管理」を選択し、［確定］を押します。
4	 管理者パスワードを設定している場合は、管理者パスワードを入力し、［確定］

を押します。
管理者パスワードを設定していない場合は、そのまま手順 5に進みます。

5	「ネットワーク設定」を選択し、［確定］を押します。
6	「TCP／ IP 設定」を選択し、［確定］を押します。

6	�Ç1	
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8-22 自動ログアウト時間を設定する

（空白ページ）
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メンテナンスについて

記録紙を交換する........................................................................................................... 9-2
済スタンプを交換する................................................................................................... 9-4
清掃する........................................................................................................................... 9-6

外装、操作パネルのお手入れ........................................................................................... 9-6
読み取り部のお手入れ....................................................................................................... 9-6
記録部のお手入れ................................................................................................................ 9-8



9-2 記録紙を交換する

記録紙を交換する
記録品質への悪影響および故障の原因となることがありますので、当社指定の記録紙をおす



9-3記録紙を交換する

9
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4	 記録紙に記録紙ホルダーを取り付けます。



9-4 済スタンプを交換する

済スタンプを交換する
済スタンプが薄くなったときは、済スタンプを交換してください。



9-5済スタンプを交換する

9
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
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て

4þú











10-2 紙づまりを処理する

紙づまりを処理する
記録紙づまりを解除する

記録紙がつまるとアラーム音が鳴り「紙づまりです」と表示されます。以下の手順に従って
慎重に取り除いてください。





10-4 紙づまりを処理する

原稿づまりを解除する
原稿がつまったときは、以下の手順でつまっている原稿を取り除いてくてzＲ



10-5エラーメッセージが表示されたときは

10
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エラーメッセージが表示されたときは
通信エラーや機器の異常時には、アラームランプが点灯し、ディスプレイにエラーメッセー
ジを表示したり、記録紙にチェックメッセージをプリントしたりしてお知らせします。

アラームランプについて
通信エラーや機器に異常があると、アラームランプが点灯します。アラームランプは、 
〈ストップ〉を押して消灯できるものと、消灯できないものがあります。
消灯できないものは、エラーに対しての処置が必要です。エラーの要因が解除されるとアラー
ムランプは消灯します。

アラームランプを消灯できるエラー
・通信エラー
・受信中にメモリーオーバーしたとき
・蓄積中にメモリーオーバーしたとき

アラームランプを消灯できないエラー
・記録紙切れ、記録紙づまり、原稿づまり
・カバーが開いているとき
・機器の重大なエラー

プリントされるチェックメッセージ
通信エラーが発生したときは、エラーの内容・対処方法のメッセージとエラーコードがプリ



10-6 エラーメッセージが表示されたときは

�Ç メッセージ例
メッセージ メッセージの発生状態と対応の方法 エラーコード

ID チェック送信で、相手機の ID と
一致しませんでした。

相手先に登録されているファクス番号の下 4桁と
入力した番号の下 4桁が一致しません。
→ ID 番号を確認してください。

T.2.2

ID チェック送信で、相手機の発信
元番号が未登録でした。

相手先にファクス番号が登録されていません。
→	�相手先に電話をかけ、相手側機のファクス番号

の確認を依頼してください。

T.2.2

閉域送信で、相手機のパスコードと
一致しませんでした。

相手側機のパスコードの確認を依頼してください。 T.2.2

相手機が応答しませんでした。相手
機をご確認ください。

相手先に電話をかけ、相手側機のモード、ファク
ぇá旗⅘び状態ェá旗⅘び
ゴ翆ʡ56めください。
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10-8 エラーメッセージが表示されたときは



10-9エラーメッセージが表示されたときは
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モード エラーコード コードの内容 対応・処理の方法
Ｇ
３
受
信

R.2.3 回線障害などにより回線が切れた

相手がわかっている場合はも架線3 回征疵捆 演け▋3
相 椊 ä延þ
















�Ç インターネットファクス受信結果について
受信管理レポートやネットワーク設定画面の通信履歴で、「結果」の欄に表示される 1桁の
数字です。



10-12 エラーメッセージが表示されたときは



10-13エラーメッセージが表示されたときは

10
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10-14 エラーメッセージが表示されたときは





10-16 故障かなと思ったら

発生状況 チェック項目 処置
原稿が出てこない 原稿がつまっていたり、自動原稿送

り装置に異物が入っていたりしませ
んか？



10-17故障かなと思ったら

10
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故 障 か な と 思 っ た ら画 質 が 悪 い
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主な仕様.........................................................................................................................11-2
主な仕様...............................................................................................................................11-2
外形寸法...............................................................................................................................11-6







11-4 主な仕様

項　　目 仕　　　　様
対応OS
 ファクスドライバー

Windows Vista® Ｑôtižate【
Windows Vista® œož~ pr’ž¾§ž【
Windows® よp pró§ssi)nEô
Windows® よp œož~ Etiti)c��

� �û�¼�•�›�û�A�Ñ�•�«�µ�“�7

項　　目 仕　　　　様





11-6 主な仕様
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アフターサービスについて..........................................................................................12-2





12-3オプション品・別売品について

12
付
録

オプション品・別売品について
オプション品について

品　　　　　名 備　　　　　　考
済スタンプ
梱包箱には右記の内容が同梱されて
います。

済スタンプ（青色）	 1 個
ピン	 1 個

別売品について



12-4 環境対応および規格について



12-5環境対応および規格について

12
付
録

環境基準ラベル「ダイナミックエコマーク」について
当社は、循環型社会構築に向けた環境にやさしい通信機器の提供を推進する
ために、環境ガイドライン「＜追補版＞通信機器グリーン調達のためのガイ
ドライン」を設定しております。さらに、より厳しい環境基準を満足した製
品をダイナミックエコマーク認定製品と位置づけます。
ダイナミックエコマークは下記の条件を満足した製品に適用します。





12-7さくいん
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コピー禁止..........................................................  8-10
コピー予約..........................................................  7-14

さ
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時刻指定送信......................................................  2-12
時刻設定..............................................................  1-16
自動配信..............................................................  2-33
設定..................................................................  2-38
配信設定..........................................................  2-35

自動ログアウト時間.........................................  8-21
シャットダウン.................................................  1-25
修理依頼..............................................................  12-2
受信タイムスタンプ.........................................  7-18
受信モード
設定..................................................................  1-17
電話 / ファクス待機....................................  2-27
ファクス待機.................................................  2-26
ファクス / 電話待機....................................  2-26
留守 / ファクス待機....................................  2-27

手動受信
受信のしかた.................................................  2-25

手動送信.................................................................  2-4
受話音量.................................................................  4-5
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